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市
内
の
茶
畑
の
中
心
は
、
上
町
の
稲
荷

山
茶
園
。
矢
作
川
に
面
し
た
小
高
い
丘
陵

地
に
約
１
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も
及
ぶ
茶

畑
が
続
い
て
い
ま
す
。
稲
荷
山
一
帯
は
矢

作
川
と
矢
作
古
川
に
囲
ま
れ
た
三
角
州
が

盛
り
上
が
っ
て
で
き
た
場
所
で
、
水
は
け

の
良
い
砂
が
混
ざ
っ
た
赤
土
の
地
質
で
あ

る
た
め
、
て
ん
茶
に
必
要
な
つ
や
の
あ
る

茶
葉
の
栽
培
に
適
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

矢
作
川
の
流
れ
に
沿
っ
て
適
当
な
湿
度
が

常
に
茶
畑
一
帯
を
覆
い
、
気
候
が
温
暖
で

あ
る
な
ど
、
上
質
な
茶
葉
を
栽
培
す
る
条

件
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

茶
芽
が
日
光
に
当
た
る
と
、
茶
葉
の
う

ま
味
成
分
で
あ
る
テ
ア
ニ
ン
は
光
合
成
に

よ
り
渋
み
の
成
分
で
あ
る
タ
ン
ニ
ン
に
変

化
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
わ
ず

か
な
日
光
の
中
で
、
新
芽
を
ゆ
っ
く
り
成

長
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

西
尾
市
や
安
城
市
で
行
わ
れ
て
い
る
伝

統
的
な
「
棚た

な

式し
き

覆お
お
い

下し
た

栽さ
い

培ば
い

」
は
、
茶
園
に

遮
光
棚
を
設
け
、
新
芽
が
伸
び
始
め
る
４

月
ご
ろ
か
ら
２５
日
以
上
の
期
間
、
黒
い
寒か

ん

冷れ
い

紗し
ゃ

で
茶
棚
を
覆
い
ま
す
。
育
成
に
合
わ

せ
て
遮
光
率
を
高
め
る
こ
と
で
、
テ
ア
ニ

ン
を
多
く
含
む
茶
葉
を
栽
培
す
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
栽
培
さ
れ
た
茶
葉
は
、
香
り

や
外
観
な
ど
を
審
査
す
る
品
評
会
で
何
度

も
受
賞
す
る
な
ど
、
高
い
評
価
を
受
け
て

い
ま
す
。

栽
培
さ
れ
た
茶
葉
は
、
「
三
河
式
碾て

ん

茶

乾
燥
炉
」
で
時
間
を
か
け
て
乾
燥
さ
せ
ま

す
。
こ
の
乾
燥
炉
は
茶
葉
の
状
態
に
応
じ

て
、
蒸
し
度
や
温
度
、
乾
燥
度
合
を
綿
密

に
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
、
一
般
的
な
乾

燥
炉
よ
り
も
じ
っ
く
り
乾
燥
し
、
安
定
し

た
品
質
の
荒
茶
て
ん
茶
を
生
産
で
き
ま
す
。

加
工
さ
れ
た
荒
茶
て
ん
茶
は
、
硬
さ
や

き
め
の
細
か
さ
な
ど
の
性
質
が
最
も
抹
茶

に
適
し
た
「
岡
崎
市
産
の
御
影
石
で
で
き

矢
作
川
の
川
霧
で
育
つ

上
質
な
茶
葉

特
集
特
集

伝
統
的
な
栽
培
・
加
工
方
法

鮮
や
か
な
碧
緑
色
、
上
品
な
香
り
、
渋
み
が
少
な
く
ま
ろ
や
か
な
味
が
特
徴

の「
西
尾
の
抹
茶
」。
西
尾
市
は
抹
茶
の
原
料
で
あ
る
て
ん
茶
の
全
国
有
数
の
生

産
地
で
、
愛
知
県
茶
業
連
合
会
の
調
査
に
よ
る
と
、
昨
年
は
全
国
の
生
産
量
の

２０
％
ほ
ど
を
占
め
る
約
４
７
１
ト
ン
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
「
全
校
茶
摘
み
」
や
「
全
校
茶
会
」
を
恒
例
行
事
と
し
て
行
う
小

・
中
学
校
が
い
く
つ
も
あ
り
、
抹
茶
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
も
盛
ん
で
、
抹
茶
が
文

化
と
し
て
深
く
根
付
い
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
「
西
尾
の
抹
茶
」
の
歴
史
や
取
り
組
み
、
抹
茶
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。
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た
茶
臼
」
で
ひ
き
ま
す
。
１
分
間
に
６０
回

転
以
下
の
低
速
で
じ
っ
く
り
時
間
を
か
け

て
、
高
熱
を
発
生
さ
せ
ず
に
茶
葉
を
ひ
く

こ
と
で
、
色
や
香
り
、
風
味
を
損
な
わ
ず

に
抹
茶
を
製
造
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
う
し
て
作
ら
れ
た「
西
尾
の
抹
茶
」は
、

一
般
的
な
抹
茶
よ
り
も
鮮
や
か
な
碧
緑
色

で
、
渋
み
が
少
な
く
、
ま
ろ
や
か
な
味
に

な
り
ま
す
。
飲
む
の
は
も
ち
ろ
ん
、
材
料

と
し
て
和
菓
子
や
洋
菓
子
な
ど
に
も
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

市
内
の
小
・
中
学
校
で
は
、
勤
労
体
験

を
目
的
と
し
た
全
校
茶
摘
み
や
、
全
校
茶

会
な
ど
が
行
わ
れ
、
地
域
の
特
産
品
で
あ

る
抹
茶
に
親
し
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
抹

茶
を
飲
め
る
飲
食
店
が
多
く
あ
り
、
無
料

で
抹
茶
を
飲
む
こ
と
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

も
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
気
軽
に
抹
茶
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

左上／毎年５月に稲荷山茶園公園で行われる八十八夜の茶摘み　右上／茶臼
挽
び

きの工程は伝統製法の良さを継承し、最新技術も応用　右中／３月１３日に
鶴城中学校で行われた「１年抹茶教室」の様子。茶道で大切な心や作法を学
び、最後に抹茶を一服　右下／市内中学校の茶道部の日ごろの成果を披露す
る場として、年２回、市役所に来庁した方を抹茶でもてなしている

市
民
に
親
し
ま
れ
る

「
西
尾
の
抹
茶
」

ま
ろ
や
か
で
う
ま
味
が
続
く
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茶
が
日
本
に
初
め
て
紹
介
さ
れ
た
の
は

約
１
２
０
０
年
前
。
遣
唐
使
と
し
て
唐
に

留
学
し
た
最
澄
や
空
海
ら
に
よ
っ
て
伝
え

ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
鎌
倉
時
代

に
入
り
、
臨
済
宗
の
開
祖
・
栄
西
は
、
日

本
最
古
の
茶
書
で
あ
る
『
喫き

っ

茶さ

養よ
う

生じ
ょ
う

記き

』

の
中
で
茶
の
効
用
を
説
き
ま
し
た
。

西
尾
茶
の
起
源
は
、
実
相
寺
（
上
町
）

の
開
山
で
あ
る
高
僧
聖
一
国
師
が
鎌
倉
時

代
に
茶
種
を
も
た
ら
し
た
こ
と
に
よ
る
と

い
う
説
が
あ
り
ま
す
が
、
定
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
市
内
の
茶
栽
培
に
関
す
る
最
も

西
尾
茶
の
歴
史

古
い
史
料
は
、
慶
長
６（
１
６
０
１
）
年

に
京
都
所
司
代
の
板
倉
勝
重
が
貝
吹
村
と

永
良
村
へ
宛
て
た
「
仕し

お
き
の
お
ぼ
え

置
之
覚
」
の
中
の

「
茶ち

ゃ

園え
ん
よ
く
よ
く
た
て
お
き
も
う
す
べ
き
こ
と

能
能
立
置
可
申
事
」
で
、
茶
の
栽

培
を
村
々
に
奨
励
し
た
こ
と
を
意
味
す
る

も
の
で
す
。

江
戸
時
代
に
は
、
西
尾
藩
が
茶
代
（
茶

園
税
）
と
呼
ば
れ
る
茶
樹
に
対
す
る
税
を

取
り
立
て
て
い
た
こ
と
か
ら
、
村
々
で
茶

が
栽
培
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
は
加
工
し
て
販
売
さ
れ

て
い
た
の
か
、
自
家
用
と
し
て
飲
ま
れ
て

い
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
史
料
は

市
内
で
は
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

西
尾
茶
の
始
ま
り

文
永
３
年　
吉
良
満
氏
が
実
相
寺
を

創
建
。
開
山
聖
一
国
師
が
茶
の
栽

培
を
始
め
た
と
伝
え
ら
れ
る

慶
長
６
年　
板
倉
勝
重
が
「
仕
置
之

覚
」
に
茶
の
こ
と
を
記
載

元
禄
５
年　
実
相
寺
と
正
念
寺
の
間

で
「
畑
際
の
茶
の
木
」
の
所
有
権

が
争
わ
れ
る

明
治
５
年　
足
立
順
道
が
紅
樹
院
の

住
職
と
な
り
、
茶
種
を
ま
い
て
茶

畑
を
開
墾

明
治
８
年　
高
橋
下
登
見
爾
が
寄
近

村
と
新
古
田
村
に
茶
園
を
造
成

明
治
１８
年　
幡
豆
郡
茶
業
組
合
が
発

足
明
治
３３
年　
て
ん
茶
製
造
機
械
の
普

及
が
始
ま
る

明
治
３７
年　
幡
豆
郡
製
茶
同
志
会
が

発
足

明
治
３８
年　
上
町
を
中
心
に
茶
園
主

が
増
加
し
、
茶
の
栽
培
が
発
達

明
治
４１
年　
愛
知
県
製
茶
研
究
会
が

発
足
。
杉
田
鶴
吉
が
会
長

明
治
４１
年　
市
内
で
初
の
共
同
製
茶

所
、
幡
豆
郡
製
茶
共
同
製
造
所
が

で
き
る

大
正
１５
年　
農
林
水
産
省
か
ら
全
国

て
ん
茶
産
地
７
か
所
の
一
つ
に
選

定
さ
れ
る

昭
和
１０
年　
茶
の
市
内
総
生
産
の
約

８０
％
が
て
ん
茶
と
な
る

昭
和
１６
年　
市
内
の
茶
園
が
４０
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
超
え
る

昭
和
２５
年　
西
尾
町
茶
業
組
合
（
後

の
西
尾
市
茶
業
組
合
）
が
設
立
さ

れ
る

西
尾
茶
年
表

明
治
維
新
後
、
茶
が
生
糸
に
次
ぐ
重
要

な
輸
出
品
と
し
て
注
目
さ
れ
、
全
国
各
地

で
栽
培
や
加
工
の
技
術
の
向
上
が
図
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
動
き
を
い
ち
早

く
捉
え
、
市
内
で
茶
の
栽
培
を
始
め
た
人

物
が
２
人
い
ま
し
た
。
上
町
の
紅
樹
院
の

住
職
足
立
順じ

ゅ
ん

道ど
う

と
、
寄
近
村
の
神
官
高
橋

下げ

登と

見み

爾る

で
す
。

足
立
順
道
は
天
保
１１（
１
８
４
０
）年
、

中
島
郡
戸
塚
村
（
現
一
宮
市
）
の
生
ま
れ

で
、
明
治
５
年
に
紅
樹
院
の
３４
世
住
職
と

な
り
ま
し
た
。
寺
の
北
側
に
約
４０
ア
ー
ル

の
畑
を
開
墾
し
、
京
都
の
宇
治
か
ら
持
ち

帰
っ
た
茶
種
を
ま
き
ま
し
た
。
宇
治
の
技

術
員
を
雇
っ
て
製
茶
技
術
を
導
入
し
た
ほ

か
、
自
ら
も
汗
を
流
し
て
生
産
の
向
上
に

励
み
ま
し
た
。
現
在
の
稲
荷
山
一
帯
の
茶

畑
は
、
こ
の
茶
園
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

高
橋
下
登
見
爾
は
、
弘
化
４
（
１
８
４

７
）
年
、
寄
近
村
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
紅

樹
院
の
檀
家
で
あ
っ
た
下
登
見
爾
は
、
順

道
の
影
響
を
受
け
た
の
か
、
明
治
８
年
ご

ろ
か
ら
寄
近
村
と
新
古
田
村
に
茶
園
を
設

け
、
伊
勢
か
ら
取
り
寄
せ
た
何
種
類
も
の

茶
種
を
栽
培
し
ま
し
た
。
矢
作
古
川
の
河

川
敷
な
ど
に
あ
っ
た
約
４０
ア
ー
ル
の
茶
園

で
、
主
に
輸
出
用
の
茶
を
生
産
し
て
い
ま

し
た
。
河
川
敷
は
洪
水
時
の
水
害
が
大
き

か
っ
た
た
め
、
後
に
桑
の
畑
に
転
作
さ
れ

た
よ
う
で
す
が
、
寄
近
町
付
近
で
は
現
在

も
茶
畑
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

茶
園
を
開
墾
し
た
２
人
の
先
覚
者

大永年間（１５２１～１５２８年）
に徳川家康の伯母を弔う
ために創建されたと伝え
られている。足立順道が
開墾した茶園は境内隣接
地に現存し、参道入り口
には順道の偉業をたたえ
た頌

しょう

徳
と く

碑
ひ

（右）が建てら
れている

茶租の寺・紅樹院
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広
め
る
た
め
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
す
。

平
成
１９
年
に
地
域
ブ
ラ
ン
ド
申
請
資
格
団

体
と
な
る
西
尾
茶
協
同
組
合
が
設
立
さ
れ
、

平
成
２１
年
に
「
西
尾
の
抹
茶
」
が
特
許
庁

の
地
域
ブ
ラ
ン
ド（
地
域
団
体
商
標
）に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
前
は
、
そ
れ
ぞ

れ
違
っ
た
呼
び
名
で
販
売
さ
れ
て
い
た
商

品
名
に
「
西
尾
の
抹
茶
」
の
商
標
と
マ
ー

ク
が
付
く
よ
う
に
な
り
、
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
全
国
に
発
信
し
て
い
く
体
制
が
整
い
ま

し
た
。

ま
た
、
平
成
１８
年
に
は
「
ギ
ネ
ス
に
挑

戦
！　

ま
ち
な
か
１
万
人　

西
尾
大
茶

会
」
が
行
わ
れ
、
今
年
の
３
月
に
は
農
林

水
産
省
の
地
理
的
表
示
に
登
録
さ
れ
る
な

ど
、「
西
尾
の
抹
茶
」の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
知

名
度
の
向
上
が
徐
々
に
進
み
ま
し
た
。

明
治
３８
年
ご
ろ
か
ら
市
内
で
茶
園
主
が

増
加
し
、
茶
の
栽
培
が
発
達
し
て
い
き
ま

す
。
そ
の
推
進
力
と
な
っ
た
一
人
が
、
上

町
の
杉
田
鶴
吉
で
す
。

明
治
８（
１
８
７
５
）年
に
農
家
の
二
男

と
し
て
生
ま
れ
、
２５
歳
の
時
に
茶
の
製
造

の
仕
事
に
就
き
ま
し
た
。
２
年
後
の
明
治

３５
年
に
は
、
幡
豆
郡
茶
業
組
合
に
加
入
し
、

宇
治
の
茶
種
を
ま
い
て
茶
畑
を
作
り
始
め

ま
し
た
。
翌
年
か
ら
３
年
間
、
毎
年
５
月

に
宇
治
へ
行
き
、
製
茶
を
研
究
す
る
な
ど
、

上
等
茶
の
加
工
技
術
の
習
得
・
普
及
に
努

め
ま
し
た
。

明
治
３７
年
に
は
、
茶
業
者
の
知
識
や
技

術
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
鶴
吉
ら
が
幡

豆
郡
製
茶
同
志
会
を
組
織
し
、
品
評
会
の

開
催
や
宇
治
へ
の
研
究
生
派
遣
、
講
師
の

招
待
、
共
同
購
入
・
販
売
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
上
町
で
生
産
さ

れ
る
茶
は
、
せ
ん
茶
か
ら
て
ん
茶
に
移
行

し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
ま
で
、
市
内
の
茶

業
者
は
「
ヨ
シ
ズ
」
で
覆
わ
れ
た
茶
園
で

生
産
す
る
生
葉
か
ら
玉
露
茶
を
作
っ
て
い

ま
し
た
が
、
鶴
吉
が
て
ん
茶
製
造
技
術
を

導
入
し
た
こ
と
で
、
高
級
茶
の
製
造
を
目

指
し
て
い
た
茶
業
者
は
、
て
ん
茶
製
造
を

主
体
と
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
後
、
大
正
時
代
に
て
ん
茶
の
生
産

が
本
格
化
し
、
昭
和
１０
年
ご
ろ
に
は
茶
の

市
内
総
生
産
の
約
８０
％
が
て
ん
茶
と
な
り

ま
し
た
。
茶
園
も
年
々
増
加
し
、
昭
和
１６

年
ご
ろ
に
は
４０
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
戦
前
戦
後
の
混
乱
期

を
経
て
、
昭
和
２５
年
に
西
尾
町
茶
業
組
合

（
後
の
西
尾
市
茶
業
組
合
）
が
設
立
さ
れ

る
と
、
栽
培
・
加
工
技
術
、
設
備
が
急
速

に
向
上
し
、
昭
和
３０
年
代
に
は
全
国
有
数

の
て
ん
茶
生
産
量
を
誇
る
ま
で
に
な
り
ま

し
た
。

西
尾
の
特
産
品
と
し
て
定
着
し
た
「
西

尾
の
抹
茶
」。
そ
の
知
名
度
を
全
国
的
に

西
尾
茶
を
普
及
さ
せ
た

杉
田
鶴
吉

昭
和
３３
年　
西
尾
市
で
第
１２
回
全
国

製
茶
品
評
会
が
開
催
さ
れ
る

昭
和
４６
年　
吉
良
町
宮
迫
茶
業
組
合

が
朝
日
農
業
賞
を
受
賞

昭
和
４７
年　
防
霜
フ
ァ
ン
が
導
入
さ

れ
る

昭
和
５６
年　
防
霜
フ
ァ
ン
の
共
同
設

置
が
始
ま
る

昭
和
５７
年　
稲
荷
山
茶
園
公
園
が
完

成
昭
和
５８
年　
西
尾
市
で
第
３７
回
全
国

お
茶
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
る

平
成
元
年　
愛
知
県
茶
業
振
興
大
会

を
開
催

平
成
２
年　
西
尾
市
茶
業
振
興
協
議

会
が
発
足

平
成
２
年　
色
彩
選
別
機
が
導
入
さ

れ
る

平
成
４
年　
西
尾
茶
創
業
１
２
０
周

年
を
記
念
し
、
２
月
６
日
を
「
抹

茶
の
日
」
に
制
定

平
成
１６
年　
全
国
茶
品
評
会
の
て
ん

茶
部
で
市
内
の
生
産
者
が
農
林
水

産
大
臣
賞
を
受
賞
、
西
尾
市
も
て

ん
茶
部
門
で
産
地
賞
を
受
賞

平
成
１８
年　
「
ギ
ネ
ス
に
挑
戦
！　

ま
ち
な
か
１
万
人　

西
尾
大
茶

会
」
を
開
催

平
成
１９
年　
西
尾
市
茶
業
振
興
協
議

会
を
母
体
に「
西
尾
茶
協
同
組
合
」

が
設
立
さ
れ
る

平
成
１９
年　
第
５６
回
全
国
農
業
コ
ン

ク
ー
ル
で
西
尾
市
茶
業
組
合
が
名

誉
賞（
農
林
水
産
大
臣
賞
）を
受
賞

平
成
２１
年　
「
西
尾
の
抹
茶
」が
特
許

庁
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
（
地
域
団
体

商
標
）
に
認
定
さ
れ
る

平
成
２９
年　
「
西
尾
の
抹
茶
」が
農
林

水
産
省
の
地
理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
）

に
登
録
さ
れ
る

質の良い茶の加工技術や
販路の開拓などに努力し、
大きな業績を残した。大
正５年には西尾町会議員
に当選し、政治にも力を
注いだ

杉田鶴吉

ブ
ラ
ン
ド
化
の
進
展

大正時代にてん茶の生産が本格化、
昭和時代に飛躍的に発展した
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市
民
が
一
丸
と
な
り
、
世
界
記
録
を
達

成
し
た
の
が
、
「
ギ
ネ
ス
に
挑
戦
！　
ま

ち
な
か
１
万
人　
西
尾
大
茶
会
」
で
す
。

平
成
１８
年
１０
月
８
日
、
中
央
通
り
周
辺
の

中
心
市
街
地
で
開
催
さ
れ
、
午
後
２
時
２５

分
に
市
内
を
始
め
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
参

加
者
１
万
４
７
１
８
人
が
一
斉
に
抹
茶
を

一
服
。
１
か
所
で
一
斉
に
茶
を
飲
む
茶
会

の
参
加
者
数
の
世
界
記
録
（
当
時
）
を
達

成
し
、
ギ
ネ
ス
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
２６
年
か
ら
は
高
校
生
に
よ
る
抹
茶

を
使
用
し
た
ス
イ
ー
ツ
コ
ン
テ
ス
ト
「
高

校
生
パ
テ
ィ
シ
エ
に
よ
る
抹
茶
ス
イ
ー
ツ

選
手
権
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
４
月
３０
日
に
最
終
実
技
審
査
が
開
催

さ
れ
、
２
府
１１
県
か
ら
選
出
さ
れ
た
５
チ

ー
ム
が
、
自
分
た
ち
で
考
案
し
た
メ
ニ
ュ

ー
で
競
い
合
い
ま
し
た
。

「
西
尾
の
抹
茶
」
の
日
イ
ベ
ン
ト
は
、

毎
年
１０
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
無
料
呈
茶

サ
ー
ビ
ス
や
抹
茶
づ
く
り
（
石
臼
）
体
験
、

抹
茶
工
場
見
学
ツ
ア
ー
な
ど
が
楽
し
め
、

市
内
外
か
ら
訪
れ
る
多
く
の
人
た
ち
で
に

ぎ
わ
い
ま
す
。

「
西
尾
の
抹
茶
」
は
飲
む
だ
け
で
な
く
、

食
材
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
最
近

で
は
、
新
た
な
抹
茶
グ
ル
メ
、
「
抹
茶
な

べ
」
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
抹
茶
な
べ
に

は
、「
西
尾
の
抹
茶
」
と
そ
の
他
に
西
尾
の

食
材
が
３
品
以
上
使
わ
れ
て
お
り
、
市
内

の
旅
館
な
ど
で
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

抹
茶
の
香
り
と
コ
ク
が
広
が
り
、
食
べ
た

人
に
「
こ
ん
な
食
べ
方
が
あ
っ
た
の
か
」

と
い
う
驚
き
を
与
え
る
一
品
で
す
。

西
尾
の
抹
茶
を
全
国
へ

抹
茶
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

地域ブランドと地理的表示（ＧＩ）
「西尾の抹茶」は平成２１年に特許庁の地域ブラ
ンド（地域団体商標）に認定され、今年３月には農
林水産省の地理的表示（ＧＩ）に登録されました。
「西尾の抹茶」は、全国で初めて抹茶に限定し
た地域ブランドに認定され、飲用から加工品まで
すべてがブランドの対象になっています。
地理的表示（ＧＩ）保護制度は、長年培われた特
別な生産方法や気候・風土・土壌などの生産地の
特性により、高い品質と評価を獲得した地域の産
品を知的財産として保護する制度です。３月３日
に「西尾の抹茶」が全国で２７番目に登録され、①
「棚式覆下栽培」で茶葉を生産する　②「三河式
碾茶乾燥炉」で水分を抜いて荒茶てん茶に加工す
る　③「岡崎市産の御影石でできた茶臼」で１分
間に６０回転以下の速度で微粉末状にひいて抹茶を
製造する、ことが条件となっています。
今回の登録で、ＧＩマーク（右）が表示できる
ようになり、より信頼性が高い商品として宣伝で
きます。

新
た
な
魅
力
で
発
信

見物客を含めて約３万５,０００人が集まり、
一服の瞬間は会場中が静寂に包まれた

ギネスに挑戦！　まちなか１万人　西尾大茶会
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一服していきん　西尾の抹茶特集

市
内
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
行
う

抹
茶
の
無
料
呈
茶
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

訪
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
「
苦
い
と
思

っ
て
い
た
け
ど
、
コ
ク
が
あ
っ
て

ま
ろ
や
か
」
と
い
う
声
を
い
た
だ

き
ま
す
。
名
古
屋
城
や
東
山
動
植

物
園
、
東
京
都
庁
な
ど
で
も
呈
茶

サ
ー
ビ
ス
を
行
い
、
「
西
尾
の
抹

茶
」
を
全
国
に
宣
伝
し
て
い
ま
す
。

「
西
尾
の
抹
茶
」の
ブ
ラ
ン
ド
マ

ー
ク
が
つ
い
た
商
品
が
３
０
０
点

を
超
え
る
な
ど
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
徐
々
に
浸
透
し
て
き
ま
し

た
が
、
全
国
的
な
知
名
度
は
ま
だ

ま
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。「
西
尾

の
抹
茶
」
を
日
本
中
、
誰
も
が
知

っ
て
い
る
ブ
ラ
ン
ド
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
多
く
が
茶
摘

み
を
経
験
し
て
お
り
、
「
西
尾
の

抹
茶
」
を
み
ん
な
で
盛
り
上
げ
よ

う
と
い
う
気
持
ち
を
感
じ
る
こ
と

が
多
く
あ
り
ま
す
。
と
は
い
え
、

普
段
抹
茶
を
飲
ま
な
い
方
も
大
勢

い
る
と
思
い
ま
す
。
シ
ェ
ー
カ
ー

を
使
っ
て
簡
単
に
冷
抹
茶
を
作
る

方
法
な
ど
も
お
す
す
め
し
て
い
る

の
で
、
敷
居
が
高
い
イ
メ
ー
ジ
を

取
り
払
い
、
一
日
一
服
、
気
軽
に

抹
茶
を
飲
ん
で
欲
し
い
で
す
ね
。

お
茶
の
栽
培
を
始
め
て
３０
年
が

経
ち
ま
す
。
お
茶
の
栽
培
で
大
切

な
の
は
愛
情
を
こ
め
て
栽
培
す
る

こ
と
。
現
在
は「
さ
え
み
ど
り
」と

い
う
品
種
の
お
茶
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。
名
前
の
と
お
り
に
緑
色
が

冴
え
て
、
う
ま
味
が
強
い
の
が
特

徴
で
す
。
害
虫
の
発
生
を
阻
害
す

る
性
フ
ェ
ロ
モ
ン
を
活
用
し
、
減

農
薬
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
西
尾
の
抹
茶
」
は
棚
式
覆
下

栽
培
に
こ
だ
わ
っ
て
栽
培
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
、
一
般
的
な
抹

茶
と
比
較
し
て
鮮
や
か
な
碧
緑
色

の
外
観
や
、
渋
み
が
少
な
く
強
い

う
ま
味
が
続
く
「
西
尾
の
抹
茶
」

の
良
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

抹
茶
は
西
尾
の
歴
史
と
文
化
に

深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、
誇
っ
て
も
ら

え
る
「
西
尾
の
抹
茶
」
を
届
け
る

こ
と
で
、
地
元
の
特
産
品
と
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
応
援
に
応
え
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

気
持
ち
が
落
ち
着
い
た
り
、
元

気
が
出
た
り
と
、「
西
尾
の
抹
茶
」

の
楽
し
み
方
は
人
の
数
だ
け
あ
り

ま
す
。
嬉
し
い
と
き
、
悲
し
い
と

き
、
少
し
疲
れ
た
と
き
に
ご
一
服

く
だ
さ
い
。

かね半翠香園（上町）の４代目。茶
の栽培・加工についての高い技術力
が認められ、平成２３年度に日本農産
特産物協会の「地域特産物マイスタ
ー」に認定される。現在の目標は平
成３１年に西尾市で開催される第７３回
全国茶品評会で上位入賞すること

市
民
に
愛
さ
れ
、
誇
っ
て
も
ら
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
尾
の
抹
茶
を
届
け
た
い

西尾市出身。高校卒業後にタレント
養成所を経て上京し、地元への愛着
から「奥谷まっちゃ」という芸名で
お笑い芸人として活動。西尾茶協同
組合の立ち上げとともに同事務局へ。
ブランドの管理や抹茶の宣伝、イベ
ントの企画などを行っている

西
尾
の
抹
茶
を
日
本
中
、

　
　
　
　
　
誰
も
が
知
っ
て
い
る
ブ
ラ
ン
ド
に

西尾市茶業組合　組合長
稲
い な

垣
が き

拓
ひ ろ

康
や す

さん

西尾茶協同組合　事務局長
奥
お く

谷
や

陽
よ う

一
い ち

郎
ろ う

さん
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抹
茶
を
楽
し
む

家
で
抹
茶
を
楽
し
む
な
ら
、
難
し
い
作

法
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
茶
碗
と
茶
せ
ん

と
お
湯
が
あ
れ
ば
、
簡
単
に
抹
茶
を
作
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ

ル
、
食
物
繊
維
な
ど
の
体
に
良
い
成
分
を

多
く
含
む
抹
茶
に
は
、
次
の
よ
う
な
効
用

が
あ
り
ま
す
。

・
体
の
酸
化
を
防
止
…
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
で

ア
ル
カ
リ
度
が
高
い
た
め
、
体
の
酸
化

を
防
ぎ
ま
す
。

・
ウ
イ
ル
ス
感
染
へ
の
抵
抗
力
を
増
進
…

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や
Ａ
、
Ｂ
１
、
Ｂ
２
、
Ｐ
、

Ｅ
な
ど
を
豊
富
に
含
み
、
ウ
イ
ル
ス
感

染
へ
の
抵
抗
力
増
進
な
ど
の
効
果
が
あ

り
ま
す
。

・
ス
ト
レ
ス
解
消
、
集
中
力
ア
ッ
プ
…
カ

フ
ェ
イ
ン
が
大
脳
を
刺
激
す
る
こ
と
で
、

安
ら
ぎ
を
与
え
、
集
中
力
を
高
め
ま
す
。

市
内
に
は
気
軽
に
抹
茶
を
楽
し
み
、
西

尾
茶
の
歴
史
を
感
じ
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
や

ス
ポ
ッ
ト
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
ス
ポ
ッ

ト
の
一
部
を
９
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

対どなたでも
時５月７日㈰～２５日㈭
①午前１０時　②午後１時３０分　※所要約２時間

集合場所　西尾観光案内所（名鉄西尾駅構内）
内西尾観光案内所から乗合タクシーで茶畑に移動
し、茶摘みを体験します。抹茶専門店で抹茶を
一服した後、現地で解散します。

定各回２０人（先着順）
￥１,８００円　※行きのタクシー代を含む。
申問開催日の３日前までに、電話で西尾観光案内
所（☎５７・７８４０／名鉄西尾駅構内）または市観
光協会のリンク先「TAIKEN　PLAN．JP」の
入力フォームから予約してください。

他希望者に茶摘み娘衣装を無料で貸し出し

一番茶茶摘み体験

抹 方り作の茶

茶碗に抹茶を２グラム入れ、
約８０度の湯を５０ＣＣ注ぐ

２１ ３

茶せんで「ｍ」の字を描く
ようにかき混ぜる

泡がふんわり立てば完成

飲
む
と
い
い
こ
と
た
く
さ
ん
！

抹
茶
は
バ
ラ
ン
ス
健
康
飲
料

茶
を
楽
し
め
る
ス
ポ
ッ
ト

「西尾の抹茶」を使ったスイーツやドリンクな
どを楽しめる店を掲載したパンフレット「抹茶カ
フェ＆スイーツ」を作成しました。抹茶パフェや
ケーキ、まんじゅう、ラテなど３６店舗の商品を紹
介しています。
パンフレットは市役所、名鉄西尾駅構内観光案

内所などで無料配布していますので、手に取って
お出掛けください。
問市観光協会（☎５７・７８８２／名鉄西尾駅構内）

新パンフレット

「抹茶カフェ＆スイーツ」が完成
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319

12

309

301
308

383

43

本町北

本町

７００年以上の歴史が息づき、この地が育んできた抹茶の文化。
まろやかな味わいと香り高い「西尾の抹茶」は現在、世界中にその名を轟かせています。

市内には、ほっと一息できる抹茶スポットがいくつもあります。
点てたばかりの抹茶で一服するもよし、カフェで抹茶スイーツを堪能するのもよし。
和みと癒やしの空間で、新たな「西尾の抹茶」の魅力を発見してください。

市内の抹茶スポット
マーク…抹茶を飲むことができるスポット

境内には、西尾茶の原
樹が植えられています

開山聖一国師が茶の栽培を
始めたと伝えられています

稲荷山茶園が一望できます。５月に
八十八夜行事が開催され、茶摘みセ
レモニーなどが行われます

抹茶（菓子付き／３００円）が一服できます
書院で抹茶（季節の和菓子付き
／４００円）が一服できます

「ギネスに挑戦！　まちな
か１万人　西尾大茶会」を
記念した看板や緑のポスト
が設置されています

旧近衛邸（歴史公園内）

伝想庵茶室（文化会館内）

稲荷山茶園公園（上町）

実相寺（上町）

紅樹院（上町）

井桁屋公園

P02-09 特集＿抹茶.indd   9 2017/04/19   13:05:28


